京都北部地区
	１）　宮津ブロック


	聖体の光に照らされて、ともに生きる喜びを分かち合い、

遣わされていることに感謝する。


１．キリストとともに生きる（信仰を育むために）

　①「聖体の年」の特別企画

・２月11日の信徒の集い(メインテーマは小教区規約)を聖体礼拝から始め、祈りの時間を持った。

・司教訪問(丹後大宮)の際に、聖体の年を意識できるようにとの配慮から、奉納には自家製の5つの
種なしパンと2匹の魚を捧げ、現在するキリストを身近に感じることができた。

② 黙想会の企画

　　・宮津ブロックで四旬節黙想会(3/5･6)と待降節黙想会(11/26･27)を実施した。

　③ 信仰のための様々な企画と情報交換

・京都北部地区の司祭による聖書講座が企画・準備中。来年1月からマルコ福音書を半年間で。

・各小教区で祈りの集い、聖書の学び、分かち合いが実施されている。

④ 子どもたちのために

　　ａ）キャンプの企画

・例年通り、小学生・中高校生に分かれて夏のキャンプが企画・実施された。今年二つのキャンプに期せずして共通していたことは、どちらも聖書を読む、聴くことがテーマであったこと。特に今年の中高生のキャンプでは、遊ぶだけではもの足りないとの声が中高生から上がったこと、聖書の
講話も熱心に聞いたこと、信者でない高校生とその保護者の参加があったことが印象に残った。

     b) リーダーの養成・研修

・中高生の有志は、小学生キャンプにリーダーと小学生の接点の役割でサブリーダーとして参加した。また、中高生たちは、ブロック・地区協議会の大会等への積極的な参加が目立ったように思う。

　　ｃ）保護者の交流と研修

・京都教区の教会学校研修会に6小教区中、４小教区から参加したことをきっかけに、研修会の参加者の中から、今後小教区の壁を越えて連携することの大切さ、母親として、リーダーとして親自身の信仰教育を見直し、日々の生活の中での祈りや生きる姿勢こそ大切との気づきをもらった結果、月に一度子どもとともに捧げるミサとその後に保護者のための勉強会を10月から始めた。その際保護者同士の分ち合いの時間も取れたし、今後も続けていく意向であること。

２．キリストから遣わされる共同体

① ミサによって集められ、派遣されている共同体を目指す。～『日常からミサを生きる。』～

a) キリストとの親しい交わり

・京都北部地区大会で合同堅信式をお願いしたが、その準備にと受堅者を対象に1泊2日の合宿を
行い、信徒の信仰体験などを通じていつも注がれる父と子と聖霊の息吹を感じるよい機会となった。

b）聖体の秘跡に養われる
・京都北部地区大会に向けて、2月大阪の島野たか子氏を招いて「歌は祈り」のテーマで典礼聖歌の歌い方を勉強。ミサを通して、キリストとの親しい交わりとその豊かさを学んだ。
② 社会に呼びかけ、奉仕する教会

…正義・平和・国際協力・連帯…
･ピース9は、5月22日松浦悟郎司教を迎え、岩滝町の施設で平和の集いを九条の会と連携して
行った。

・国際ファミリーデーがあり、それをきっかけにこの地域に住んでいる滞日外国人の人たち、とり
わけフイリピンの人たちと準備しながら親しい関係を持つことができるようになった。このような
交流を通して、滞日外国人の人たちと協力関係が深まっていく機会になればと期待している。

･司教訪問に向けて、ユニセフを通じアフリカで飢餓に苦しむ子ども達への祈りと献金を呼びかけた
ところ、多くの祈りとともに約１６万４千円もの献金があつまり、送金することができた。

・峰山教会では例年、京丹後市峰山町出身の医師が活躍するアフリカの医療活動への援助を目的に、一般にも呼びかけてバザーを行い、その収益金を送金している。
